
平成２３年 ８月２４日
独立行政法人水資源機構
長 良 川 河 口 堰 管 理 所

お 知 ら せ

１ 件 名 長良川河口堰で洪水時（全開）の操作を行いました。

２ 概 要
平成２３年８月２３日、前線の影響により、長良川の堰地点の流量が全開操作に

移行する基準流量である毎秒８００立方メートルに達したことから、洪水を安全に
流下させるために、２４日２時１分より洪水時（全開）の操作を行いました。

【雨量状況】
流域平均累計雨量：１４７ｍｍ
（８月１９日２１時から２４日９時までの

流域平均累計雨量）

【河川状況】
メートル堰最大流入量：毎秒約１，３００立方

（２４日３時）

【操作状況】
洪水時（全開）開始

平成２３年８月２４日２時１分

なお、今回の全開操作は、平成７年７月の
河口堰運用開始より１０９回目（今年度５回
目）となります。

３ 経 過
① ２３日２０時２０分、墨俣地点の流量が毎秒８００立方メートルに達したこと

から、第二警戒態勢に移行し、洪水時（全開）操作に備えました。
② 堰地点の流量が毎秒８００立方メートルを超えても、以下の３つの条件を全て

満たす場合には、塩水が堰上流に侵入するおそれがあります。
・堰の下流の潮汐が干潮から満潮に至るまでの間にあるとき
・堰の下流の水位が メートル以上のときT.P.+0.5
・堰地点の流量が毎秒 立方メートル未満のとき1,400

２２時４０分、堰地点の流量が毎秒８００立方メートルに達した時点で、３つ
の条件を全て満たしており、塩水が侵入するおそれがあると判断し、アンダーフ
ロー操作を継続し、塩水の侵入を防止しました（施設管理規程第６条及び施設管
理規程細則第５条に規定する操作 。）

その後、潮汐の状況、塩化物イオン濃度の変化等の監視を継続しました。
③ ２４日０時５０分、堰の下流の潮汐が満潮から干潮へ移行し、②の３つの条件

を全て満たさなくなりました。そのため、ゲートの引き上げを開始し、２時１分
より全開となりました。

４ 問合せ先 独立行政法人水資源機構

長良川河口堰管理所
管理課長 向後 和広

こうご かずひろ

℡０５９４－４２－５０１２（代）

長良川河口堰の管理状況は、長良川河口堰のホームページでご覧になれます。
http://www.water.go.jp/chubu/nagara/index.html
現在のゲート状況は、次の場所でご覧になれます。
http://www.gix.or.jp/~naga02/nagara/japanese/20_seki-syoryo/graph.html
最近の管理情報及び過去の全開状況は、次の場所でご覧になれます。
http://www.water.go.jp/chubu/nagara/14_kanri/index.html

河口堰ゲート状況(下流側)
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（参 考）

【長良川河口堰に関する施設管理規程抜粋】

（洪水の安全な流下のための操作）
第６条 長良川河口堰管理所長（以下「所長」という ）は、堰流入量が毎秒 立。 800

方メートルに達した時には全ての調節ゲート、閘門ゲート及びロック式魚道ゲート
（ 「 」 。） 。 、以 下 全てのゲート という を全開としなければならない 全開とした後は

堰流入量が毎秒 立方メートル以下に減少するまで、全てのゲートを計画堤防天800
端高（ メートル。以下「堤防高」という ）より高く引き上げておかなけT.P.+5.8 。
ればならない。ただし、細則に定める塩水の遡上のおそれがあり、かつ、長良油島
水位観測所に設置された水位計により測定された長良川の水位が メートT.P.+1.92
ルを下回っている場合は、全開としないことができる。

２ 所長は、堰流入量が毎秒 立方メートルを超え、かつ、さらに増加するおそれ200
のある場合には、前項に規定する操作に備えるものとし、調節ゲートをアンダーフ
ローの状態としなければならない。ただし、下流水位の状況により塩水の遡上のお
それがあるときには、前項に規定する操作に備えている限りにおいてアンダーフロ
ー以外の状態とすることができる。

【長良川河口堰に関する施設管理規程細則抜粋】

（洪水の安全な流下のための操作）
800第５条 規程第６条第１項に規定する全開のための操作は、墨俣地点流量が毎秒

立方メートルに達した時より行うものとする。
「 」 、２ 規程第６条第１項ただし書に規定する 細則に定める塩水の遡上のおそれ とは

次の各号のいずれにも該当する場合とする。
一 堰の下流の潮汐が干潮から満潮に至るまでの間にあるとき。
二 堰の下流の水位が ＋ メートル以上のとき。T.P. 0.5
三 堰流入量が毎秒 立方メートル未満のとき。1,400


